
－1－

目　　　次 

Vol.26   No.3  　Mar.  2007

図書館のホームページは 
　http://lib.jichi.ac.jp

エッセイ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１～２

最近のトピックス‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２

和雑誌特集記事‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥３～８

寄贈図書紹介‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥８

図書移動による臨時閉館について‥‥‥‥‥‥８

日本看護協会では、高度化・専門分化が進む医療現

場における看護ケアの広がりと看護の質の向上を目的

に、教育機関の認定と専門の教育・研修を受けた看護

職への資格認定とを行っています。1997年に認定看護

師の資格が始まりました。

認定看護師の目的は特定の看護分野において、熟練

した看護技術と知識を用いて、水準の高い看護実践が

でき、看護現場における看護ケアの広がりと質の向上

を図ることで17分野を特定しています。

現在自治医科大学附属病院では、６分野７人の認定

看護師がおります。

私が資格取得を考えた時は、埼玉の病院に派遣中で

した。今思うとなぜ取り組もうと思ったのかと考えて

しまうことが多くあります。たとえば、宇都宮市在住

の私は派遣には２時間の通勤でした。しかし東京都清

瀬市にある研修学校への通学には片道３時間（往復６

時間＝一日の４分の１）を費やしていました。もった

いないことです。当時は派遣の時と家を出る時間は同

じであり苦痛とは感じず、電車の中で多くの本を読め

ると考えていました。実際は課題レポートが多く、電

車の中はもっぱら大切な睡眠時間となってしまいまし

た。しかし受講のための課題図書もたくさんありまし

た。睡魔と闘いながらの難しい本（私にとっての難し

いは厚くて字が小さい本）は、気づかずに同じところ

を何回も読むようなこともありました。その中で講師

である医師の自叙伝で１型

糖尿病であることを書いた、

南　昌江著「わたし糖尿病

なの」を電車の中で読んだ

時は涙が止まらず、読むこ

とを止めようと思っても止

められずとうとう最後まで

読み終わり周囲の人に異様がられたこともありました。

この本は私の１型糖尿病看護に対する考えを変える

きっかけとなり、現在の私の看護のテーマとしている

事に大きく影響しています。そして特に小児期発症の

子をもつ親や子供たち、それに関わる医療者に希望を

持たせてくれる本です。南先生は、自分は糖尿病にな

らなければ医師にはならなかった。学力的に無理であ

ったと書いています。それが何故医師になったのか。

それは人＝医療者との出会いでした。信頼できる人と

の出会いと体験から自分の人生は変わったといってい

ます。研修医時代の挫折体験も書かれている25年間の

記録です。本の最後には母親の言葉として、発症当時

の混乱と、藁をもつかむ気持ちで、日本で一番の病院

に紹介して欲しいと医師に話し福岡から上京したこと、

親として子どもを見守ることの辛さなどが書き添えら

れています。

発症時期の家族の不安は計り知れないものがありま

す。医療者の励ましや説明では時間も必要ですが家族

糖尿病看護認定看護師活動の支えにしている一冊
看護部外来診療部主任看護師 馬　場　千恵子
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は受け入れるできないことが多くあります。体験談に

触れることが自分たちだけではないと共感し、過去で

はなくこれからの可能性を考えるようになります。そ

の為私はいつでもいいから読んでくださいとこの本を

プレゼントすることにしています。２年前には栃木県

に講演会に来ていただき多くの１型糖尿病をもつ親や

子供たちに生の声を聞いていただきました。この本は

医療者として患者さんへの最初の関わりがどんなに大

切かを教えてくれました。

最後に研修期間中実習先の病院の図書館は、入館の

時は荷物の持ち込みが禁止で19時が閉館でした。不便

さを経験し、いかに自分の置かれている環境が恵まれ

ているか実感しています。糖尿病看護課程の研修生の

臨地実習も３年前から受け入れており、遠くは愛媛県

からまた静岡県・群馬県など合計７人の研修生が利用

させていただき大変感動して帰られています。図書館

の利用は自慢の一つです。

最近のトピックス
１月11日　日経 医療相談2700件増　4万4000件　厚労省まとめ　昨年度、全国の窓口　｢苦情｣が最多、６割

12日　朝日 図書館運営を民間委託　４月から大平町　休館日減や宅配サービスも

下野　地域がん拠点に５病院　連携協議会も設置へ　新年度国指定

15日　日経 大学教員に「個人評価」を　実績点検→情報公開→自己改善　「知」の活性化狙う再生産サ

イクル

16日　毎日 多様化する大学 認めるが…　「面倒見の良さ」に寂しさ　放任の孤独 青春に意義

17日　東京 患者搬送　取り決め進まず　自治体　着岸拒否の恐れ　新型インフルエンザ 港湾対策

18日　朝日 描けぬ大流行対策　新型インフルエンザ調査　16府県「医療従事者足りない」

19日　下野 潜在看護師の復職支援 真岡・芳賀日赤が25、26日　技術実習など研修会　人材確保へ期待も

22日　日経 ＥＳ細胞使わぬ再生医療　脳・心臓病で実施　京大　心不全で年内に　札幌医大　脳梗塞の

治療に、倫理問題少なく　科学的検証が課題

23日　下野 入院休止、外来縮小へ　佐野市民病院　医師さらに減る公算　院長も退職意思表明

中核機能まひの恐れ

24日　朝日 医師過失、刑事責任問えるか　帝王切開で死亡　26日地裁初公判　「無理な処置問題」検察

側　医療界「個人追及不向き」

26日　朝日 お産の現場　パンク寸前　「過失」で医師起訴→リスクを意識　大病院に分娩集中

29日　読売 出産時事故　補償制度　８月にもスタート　脳性マヒに2000～3000万円　医療ミスの有無問

わず　急ごしらえ　課題も　対象範囲や支給額　再発防止

30日　毎日 未熟医師による死亡　納得いかぬ　技量公開制度　早急に作れ　国の財政支援が不可欠

31日　下野 佐野市民病院の行方　「医大頼み」問題先送り　危機感薄い市　傷口拡大　

２月１日　朝日 無資格助産　不起訴へ　横浜地検　堀院長・看護師ら　お産現場の人不足考慮

５日　毎日 阪大、医師派遣先を縮小　200→20病院　若手育成充実狙い　医療クライシス

東京 比看護師　07年度受け入れ困難　｢日本へ」熱冷めた？　言葉の壁　少ない人数枠　

いら立つ日本政府「要請で開放したのに｣

７日　読売 教育ルネッサンス　大学再編　大学再生　生き残りかけ教授奔走

８日　下野 赤字補てん　10億円突破 佐野市民病院　市、指定管理者制を表明　具体的な病院像示せず

９日　産経 眼科手術４月再開　７カ月ぶり常勤医確保　芳賀赤十字病院
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Ａ　アレルゲン 特集Ⅱ　注目すべきアレルゲンとその病態 臨免疫・アレルギー科 46（６）2006

アレルギー アレルギーのすべて からだの科学 252 2007

アスリートとアレルギー疾患 臨スポーツ医 24（１）2007

＊アレルギー疾患 アスリートとアレルギー疾患 臨スポーツ医 24（１）2007

アルツハイマー型痴呆 アルツハイマー型認知症の実地診療の課題を考える 老年精医誌 17（増）2006

アミロイド アミロイドの謎は解けるか？ 細胞工学 26（２）2007

プリオン病・アルツハイマー病・透析アミロイ
ドーシズなどの病態を紐解く

＊アスベスト関連疾患 胸膜中皮腫ならびにアスベスト関連疾患 画像診断 27（１）2007

－必須知識と最近の話題－
アスベスト アスベストによる健康障害 最新医 62（１）2007

石綿 アスベストによる健康障害 最新医 62（１）2007

＊アスリート アスリートとアレルギー疾患 臨スポーツ医 24（１）2007

寒冷環境下競技におけるトップアスリートの 臨スポーツ医 24（２）2007

コンディショニング
Ｂ B細胞 特集Ⅰ　B細胞の分化とその決定要因 臨免疫・アレルギー科 46（６）2006

ベンゾジアゼピン ベンゾジアゼピン系薬物の功罪 臨精医 35（12）2006

＊びまん性肺疾患 びまん性肺疾患　－病態に基づいた最新治療－ 内科 99（２）2007

バイオエシックス 世界における生命倫理と生殖医療　－日本・韓国比較事情 産婦の世界 59（１）2007

＊バイオマーカー 卵巣癌の新しい予後因子とバイオマーカー 産婦の実際 55（13）2006

バイオセンサ ナノテクノロジーとバイオセンサ 臨検 50（12）2006

Brugada症候群 Brugada症候群　－解明された病態に基づいた診断と治療－ Heart View 11（２）2007

Brugada症候群 Brugada症候群　 心臓 39（１）2007

分娩 どう見極める？　正常分娩経過からの逸脱 ペリネイタルケア 26（１）2007

＊分子イメージング 分子イメージング　－現状と展望－ 日臨 65（２）2007

病理学 周産期の病理 病理と臨 25（１）2007

Ｃ C型肝炎 C型肝炎の標準治療とケアがわかる！ 看護技術 53（１）2007

C型肝炎に対するペグインターフェロン／ 肝・胆・膵 増刊号　2006

リバビリン併用療法の進歩
＊コランギオサイト コランギオサイト研究の最近の展開 肝・胆・膵 53（６）2006

超音波検査 下肢静脈疾患と超音波検査の進め方 Med Technol 別冊　2007

－いかに深部静脈血栓症・下肢静脈瘤をエコーで診るか－
中皮腫 胸膜中皮腫ならびにアスベスト関連疾患 画像診断 27（１）2007

－必須知識と最近の話題－
悪性胸膜中皮腫の診断と治療 胸部外科 60（１）2007

Ｄ 大腸腫瘍 大腸腫瘍に対する拡大内視鏡診断の最先端 胃と腸 41（13）2006

大動脈 大動脈手術時の脊髄モニタリング 臨麻 31（１）2007

でん部 臀部の皮膚病　－非腫瘍性－ 皮病診療 29（２）2007

Ｅ＊エコー 下肢静脈疾患と超音波検査の進め方
－いかに深部静脈血栓症・下肢静脈瘤をエコーで診るか－ Med Technol 別冊　2007

Ｆ 副作用 日常使用薬の注意すべき副作用 成人病と生活習慣病 36（12）2006

－医薬品副作用被害救済制度に関連して－
不眠症 不眠症　－common diseaseの病態と心身への影響－ カレントテラピー 25（１）2007

ふるえ ふるえの臨床 Mod Physician 27（１）2007

不整脈 不整脈非薬物療法の現況と5年後の展望 呼吸と循環 55（１）2007

Ｇ 概日リズム 高齢者の睡眠と概日リズム 老年精医誌 17（12）2006

＊がん対策 がん対策・1 公衆衛生 71（１）2007

画像診断 画像診断と妊婦管理 産婦治療 94（１）2007

女性生殖器の画像診断Clinical Practice 日獨医報 51（３）2006

呼吸器感染症の画像診断 日胸臨 66（１）2007

＊外科治療 消化管の非癌性悪性腫瘍の外科治療 手術 61（１）2007

外科手術 ３次元画像による手術支援 外科 69（１）2007

QOLを考慮した高度進行消化器癌手術　－切除と再建－ 消外 30（１）2007

1月受入 和雑誌特集記事 
平成 19年 

Ｓ…シンポジウム　　◎…図書館で和訳したもの 
Ｗ…ワークショップ　＊…自然語 
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Ｇ　外科手術 消化管の非癌性悪性腫瘍の外科治療 手術 61（１）2007

大動脈手術時の脊髄モニタリング 臨麻 31（１）2007

Ｈ 肺炎 肺炎　－高齢化社会を迎えて－ カレントテラピー 25（２）2007

肺炎診療の最前線 診断と治療 95（１）2007

配列分析 腎・泌尿器疾患領域における遺伝子解析 腎と透析 61（６）2006

発熱 こどもの発熱　－薬物療法とホームケア－ 薬局 58（１）2007

泌尿器疾患 腎・泌尿器疾患領域における遺伝子解析 腎と透析 61（６）2006

＊ヒトES細胞 ヒトES細胞研究のネクストステージ 医のあゆみ 220（２）2007

保健医療サービス 神経内科の医療・介護　－現状と課題－ 神経内科 65（６）2006

＊ホームケア こどもの発熱　－薬物療法とホームケア－ 薬局 58（１）2007

Ｉ 胃 食道・胃接合部の病態に関する最新の知見 日消病会誌 104（１）2007

胃癌 胃癌治療のトピックス 癌と化療 34（１）2007

＊遺伝子解析 腎・泌尿器疾患領域における遺伝子解析 腎と透析 61（６）2006

異常分娩 どう見極める？　正常分娩経過からの逸脱 ペリネイタルケア 26（１）2007

Incretin インクレチンと糖尿病 Bio Clin 21（14）2006

インフルエンザ インフルエンザ　診療のすべてと新型インフルエンザ対策 臨と研 83（12）2006

インフルエンザ　新薬の臨床応用と展望 治療学 40（12）2006

インフォームドコンセント 外科領域におけるインフォームド・コンセントと医療安全対策 臨外 62（２）2007

癌の外科治療におけるインフォームドコンセント 日外会誌 108（１）2007

インシュリン ここまで防げる　インスリン療法　トラブル・ヒヤリハット30 糖尿病ケア ４（１）2007

実地医家のためのインスリン療法 綜合臨 56（１）2007

＊インスリン療法 ここまで防げる　インスリン療法　トラブル・ヒヤリハット30 糖尿病ケア ４（１）2007

実地医家のためのインスリン療法 綜合臨 56（１）2007

インターベンショナルラジオロジー 透析患者におけるInterventional radiology 臨透析 23（１）2007

＊医療 神経内科の医療・介護　－現状と課題－ 神経内科 65（６）2006

＊医療安全対策 外科領域におけるインフォームド・コンセントと医療安全対策 臨外 62（２）2007

＊移植医療 小児に対する移植医療の進歩 小児内科 38（12）2006

痛み 痛みに対する精神科薬物療法 臨精薬理 10（２）2007

Ｊ 児童 子どもの性と心 小児臨 60（１）2007

小児に対する移植医療の進歩 小児内科 38（12）2006

こどもの発熱　－薬物療法とホームケア－ 薬局 58（１）2007

児童の行動 シンポ・児童思春期の攻撃性・衝動性の理解と援助 精神医 49（１）2007

－ライフサイクルの視点から考える
腎臓疾患 腎・尿路疾患の診療指針'06 腎と透析 61（増）2006

助産婦 産科閉鎖の危機に際してすべきこと 助産雑誌 61（１）2007

助産師の力でお産を守ろう
女性生殖器 女性生殖器の画像診断Clinical Practice 日獨医報 51（３）2006

上顎洞 上顎洞の解剖学的検証 Quintessence Dent Imp 14（１）2007

静脈血栓症 下肢静脈疾患と超音波検査の進め方 Med Technol 別冊　2007

－いかに深部静脈血栓症・下肢静脈瘤をエコーで診るか－
静脈瘤 下肢静脈疾患と超音波検査の進め方 Med Technol 別冊　2007

－いかに深部静脈血栓症・下肢静脈瘤をエコーで診るか－
循環器系作用薬 これだけおさえておけば大丈夫！ ハートナーシング 20（２）2007

疾患別に理解しよう　循環器薬の知識
術後期 術後の看護ケアにいかす！　イラストで ハートナーシング 20（１）2007

バッチリわかる心臓血管手術
術後ケア 術後の看護ケアにいかす！　イラストで ハートナーシング 20（１）2007

バッチリわかる心臓血管手術
術後管理 術後の看護ケアにいかす！　イラストで ハートナーシング 20（１）2007

バッチリわかる心臓血管手術
Ｋ＊過活動膀胱 トイレが近い患者のケア　－過活動膀胱を中心に－ 臨看 33（２）2007

過敏症 アレルギーのすべて からだの科学 252 2007

アスリートとアレルギー疾患 臨スポーツ医 24（１）2007

花粉症 花粉症　根本的治療への期待 治療学 41（１）2007

化学療法 もっと知りたい化学療法による症状緩和 緩和ケア 17（１）2007

今日のがん化学療法 順天堂医 52（４）2006
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介護 神経内科の医療・介護　－現状と課題－ 神経内科 65（６）2006

かくたん 喀痰学のup-to-date The lung 15（１）2007

鑑別診断 研修医必修　よくある症状35の鑑別診断チャート 臨研プラクティス ４（２）2007

看護 肝・胆・膵がん　～最新の治療と看護①～ がん看護 12（１）2007

てんかん児の生活支援と看護 小児看護 30（２）2007

肝硬変 肝硬変 最新医 別冊　2007

感染 検査業務にかかわる感染をどう防ぐか Med Technol 35（１）2007

感染症 冬の感染症 チャイルドヘルス 10（１）2007

劇症感染症：重症化のメカニズム Bio Clin 22（２）2007

＊感染対策 脳神経疾患病棟の感染対策 ブレインナーシング 23（１）2007

関節リウマチ 関節リウマチに対する生物学的製剤の使い方 リウマチ科 36（６）2007

肝臓 肝病態生理研究のあゆみ 薬理と治療 34（suppl.2）2007

肝臓鴈 肝・胆・膵がん　～最新の治療と看護①～ がん看護 12（１）2007

＊仮性膵嚢胞 仮性膵嚢胞の管理の進歩 胆と膵 27（12）2006

下肢 下肢静脈疾患と超音波検査の進め方 Med Technol 別冊　2007

－いかに深部静脈血栓症・下肢静脈瘤をエコーで診るか－
＊健康障害 アスベストによる健康障害 最新医 62（１）2007

健康促進 健康づくり運動の現状と課題 臨栄 110（１）2007

結石 特集Ⅱ　胆膵結石治療の進歩 消化器科 43（６）2006

＊血液腫瘍 血液腫瘍に対する国外大規模臨床試験の評価と 血腫瘍 54（１）2007

国内診療へのインパクト
気管支鏡 気管支鏡手技を用いた医療の最新動向 呼吸と循環 55（２）2007

子供 子どもの性と心 小児臨 60（１）2007

こどもの発熱　－薬物療法とホームケア－ 薬局 58（１）2007

＊心 子どもの性と心 小児臨 60（１）2007

呼吸器感染症 呼吸器感染症の画像診断 日胸臨 66（１）2007

抗感染薬 抗菌薬のファースト・チョイス 耳鼻・頭頸外科 79（２）2007

＊抗MRSA薬 新しい抗MRSA薬　linezolidをめぐって 臨と微生物 34（１）2007

高尿酸血症 生活習慣病としての高尿酸血症 Pharm Med 25（１）2007

硬組織 硬組織の進化 細胞 39（２）2007

＊高次視覚 高次視覚研究の最近の進歩 神研の進歩 59（１）2007

高血圧 糖尿病と高血圧　－最近の話題－ プラクティス 24（１）2007

高血圧 日内会誌 96（１）2006

高血圧の臨床　焦点の合った個別診療へ向けて medicina 44（１）2007

＊高年妊娠 高年妊娠　－母児ケアのポイント 臨婦産 61（１）2007

＊高齢者 高齢者のうつと支援対策 月刊Gpnet 53（10）2006

高齢者の睡眠と概日リズム 老年精医誌 17（12）2006

運動器不安定症と高齢者の転倒　－その概念と今後の展開 整・災外 50（１）2007

高齢者の運動療法の効果と限界 理療ジャーナル 41（１）2007

＊屈折矯正手術 屈折矯正手術に役立つ眼光学（2） 臨眼科 61（１）2007

虚血性心疾患 我が国の虚血性心臓病　心筋梗塞と狭心症の診療の進歩 臨と研 84（１）2007

胸部 胸部の最新画像情報2007 臨放 52（１）2007

＊狭隅角 狭隅角に対する検査と実際 眼科 49（１）2007

胸膜 胸膜中皮腫ならびにアスベスト関連疾患 画像診断 27（１）2007

－必須知識と最近の話題－
悪性胸膜中皮腫の診断と治療 胸部外科 60（１）2007

狭心症 我が国の虚血性心臓病　心筋梗塞と狭心症の診療の進歩 臨と研 84（１）2007

救急医学 内科と救急医学の接点 日内会誌 95（12）2006

救急医療 内科と救急医学の接点 日内会誌 95（12）2006

Ｌ ライフサイクル シンポ・児童思春期の攻撃性・衝動性の理解と援助 精神医 49（１）2007

－ライフサイクルの視点から考える
Ｍ 麻酔 救急医のための麻酔知識 救急医 31（１）2007

めまい 危ないめまいを見逃さないために 医事新報 4317 2007

＊メタボリックシンドローム メタボリックシンドローム　－どう診断し、どう対処するか－ 内科 99（１）2007

Ｎ 内科学 内科と救急医学の接点 日内会誌 95（12）2006

内視鏡 カプセル内視鏡　－小腸用カプセル内視鏡検査の現状 医のあゆみ 220（３）2007
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Ｎ 内視鏡外科処置 消化器癌に対する内視鏡下手術の進歩 外科治療 96（１）2007

内視鏡手術の適応と要約　－治療におけるPros and Cons－ 産婦の実際 56（１）2007

内視鏡法 大腸腫瘍に対する拡大内視鏡診断の最先端 胃と腸 41（13）2006

＊内視鏡診断 大腸腫瘍に対する拡大内視鏡診断の最先端 胃と腸 41（13）2006

ナノテクノロジー ナノテクノロジーとバイオセンサ 臨検 50（12）2006

難産 どう見極める？　正常分娩経過からの逸脱 ペリネイタルケア 26（１）2007

認知 認知の発達 臨脳波 49（１）2007

＊認知機能障害 見過ごさないで！　うつ症状と軽度認知機能障害 月刊ナーシング 27（２）2007

認知障害 見過ごさないで！　うつ症状と軽度認知機能障害 月刊ナーシング 27（２）2007

＊妊婦管理 画像診断と妊婦管理 産婦治療 94（１）2007

認識 認知の発達 臨脳波 49（１）2007

認識障害 見過ごさないで！　うつ症状と軽度認知機能障害 月刊ナーシング 27（２）2007

日周期 高齢者の睡眠と概日リズム 老年精医誌 17（12）2006

脳神経疾患 脳神経疾患病棟の感染対策 ブレインナーシング 23（１）2007

尿路疾患 腎・尿路疾患の診療指針'06 腎と透析 61（増）2006

乳癌 乳癌と臨床検査 臨検 51（１）2007

Ｏ 温熱療法 温めるケア ナーシング・トゥデイ 22（２）2007

Ｐ＊PAR 特集Ⅱ　PARと消化器疾患 消化器科 44（１）2007

Parkinson病 Parkinson病　－非運動性症候を中心に－ 神経内科 66（１）2007

ペルオキシソーム PPARと疾患 医のあゆみ 220（１）2007
増殖因子活性化受容体

＊PPAR PPARと疾患 医のあゆみ 220（１）2007

プリオン プリオン Brain Med 18（４）2006

Proteinase-Activated Receptors 特集Ⅱ　PARと消化器疾患 消化器科 44（１）2007

Ｑ QOL QOLを考慮した高度進行消化器癌手術　－切除と再建－ 消外 30（１）2007

QT延長症候群 QT延長症候群 臨麻 31（１）2007

Ｒ 卵巣癌 卵巣癌の新しい予後因子とバイオマーカー 産婦の実際 55（13）2006

リハビリテーション 心疾患のリハビリテーション 総合リハ 35（１）2007

レニン・アンギオテンシン系 レニン・アンジオテンシン系の最近の動向 ホルモンと臨 55（１）2007

理学療法 理学療法の展望2006 理療ジャーナル 40（13）2006

陸上競技 アスリートとアレルギー疾患 臨スポーツ医 24（１）2007

寒冷環境下競技におけるトップアスリートのコンディショニング 臨スポーツ医 24（２）2007

臨床医学 臨床各領域の動向　2006－2007 治療 89（１）2007

臨床検査 検査業務にかかわる感染をどう防ぐか Med Technol 35（１）2007

臨床検査史－国際的な流れとわが国の動向 臨検 50（13）2006

乳癌と臨床検査 臨検 51（１）2007

リスク管理 特集Ⅰ　消化器科医のリスクマネージメント 消化器科 44（１）2007

老人 高齢者のうつと支援対策 月刊Gpnet 53（10）2006

高齢者の睡眠と概日リズム 老年精医誌 17（12）2006

運動器不安定症と高齢者の転倒－その概念と今後の展開 整・災外 50（１）2007

高齢者の運動療法の効果と限界 理療ジャーナル 41（１）2007

老年者 高齢者のうつと支援対策 月刊Gpnet 53（10）2006

高齢者の睡眠と概日リズム 老年精医誌 17（12）2006

運動器不安定症と高齢者の転倒－その概念と今後の展開 整・災外 50（１）2007

高齢者の運動療法の効果と限界 理療ジャーナル 41（１）2007

Ｓ＊災害医療 災害医療 エマージェンシーケア 春増刊　2007

災害対策 災害医療 エマージェンシーケア 春増刊　2007

性 子どもの性と心 小児臨 60（１）2007

生物学的製剤 関節リウマチに対する生物学的製剤の使い方 リウマチ科 36（６）2007

生物学的腫瘍マーカー 卵巣癌の新しい予後因子とバイオマーカー 産婦の実際 55（13）2006

＊成長期 成長期におけるスポーツ障害 小児科 47（13）2006

生活の質 QOLを考慮した高度進行消化器癌手術　－切除と再建－ 消外 30（１）2007

生活習慣病 食欲制御ホルモンと生活習慣病 Bio Clin 21（13）2006

生活習慣病としての高尿酸血症 Pharm Med 25（１）2007

生命倫理 世界における生命倫理と生殖医療－日本・韓国比較事情 産婦の世界 59（１）2007

生殖医学 世界における生命倫理と生殖医療－日本・韓国比較事情 産婦の世界 59（１）2007
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＊脊髄モニタリング 大動脈手術時の脊髄モニタリング 臨麻 31（１）2007

＊色素病変 手足の色素病変 皮病診療 29（１）2007

＊心エコー 心エコー特殊検査の進め方 心エコー ８（２）2007

心エコー図法 心エコー特殊検査の進め方 心エコー ８（２）2007

神経因性膀胱 トイレが近い患者のケア　－過活動膀胱を中心に－ 臨看 33（２）2007

＊神経内科 神経内科の医療・介護　－現状と課題－ 神経内科 65（６）2006

心筋梗塞 我が国の虚血性心臓病　心筋梗塞と狭心症の診療の進歩 臨と研 84（１）2007

新生児 新生児の蘇生　アメリカNRP2006ガイドラインの紹介 助産誌 61（２）2007

振戦 ふるえの臨床 Mod Physician 27（１）2007

心臓血管薬 これだけおさえておけば大丈夫！ ハートナーシング 20（２）2007

疾患別に理解しよう　循環器薬の知識
心臓疾患 先天性心疾患の新しい治療 小児診療 70（２）2007

心疾患のリハビリテーション 総合リハ 35（１）2007

心臓手術 術後の看護ケアにいかす！　イラストで ハートナーシング 20（１）2007

バッチリわかる心臓血管手術
疾病伝播 冬の感染症 チャイルドヘルス 10（１）2007

劇症感染症：重症化のメカニズム Bio Clin 22（２）2007

思春期 シンポ・児童思春期の攻撃性・衝動性の理解と援助 精神医 49（１）2007

－ライフサイクルの視点から考える
食道 食道・胃接合部の病態に関する最新の知見 日消病会誌 104（１）2007

＊食欲制御ホルモン 食欲制御ホルモンと生活習慣病 Bio Clin 21（13）2006

消化管 消化管の非癌性悪性腫瘍の外科治療 手術 61（１）2007

消化器癌 消化器癌に対する内視鏡下手術の進歩 外科治療 96（１）2007

QOLを考慮した高度進行消化器癌手術　－切除と再建－ 消外 30（１）2007

消化器系外科処置 一目でわかる消化器外科主要手術・治療のケア21 消外ナース 12（１）2007

消化器疾患 特集Ⅰ　機能性消化器疾患の基礎と臨床 消化器科 43（６）2006

特集Ⅱ　PARと消化器疾患 消化器科 44（１）2007

小児 子どもの性と心 小児臨 60（１）2007

こどもの発熱　－薬物療法とホームケア－ 薬局 58（１）2007

小児に対する移植医療の進歩 小児内科 38（12）2006

＊小児アレルギー 小児アレルギー：発症要因の多様化と低年齢化 アレルギーの臨 27（２）2007

小児アレルギー疾患のEarly Intervention 小児科 48（１）2007

小児外科 小児外科の基本手術手技　－わたしはこうしている 小児外科 38（12）2006

小児の行動 シンポ・児童思春期の攻撃性・衝動性の理解と援助 精神医 49（１）2007

－ライフサイクルの視点から考える
＊手術手技 小児外科の基本手術手技　－わたしはこうしている 小児外科 38（12）2006

出生前管理 画像診断と妊婦管理 産婦治療 94（１）2007

＊周産期 周産期の病理 病理と臨 25（１）2007

周産期医学 周産期の病理 病理と臨 25（１）2007

腫瘍マーカー 各科領域における腫瘍マーカーの評価 医と薬学 56（６）2006

足部疾患 足病変を予防する！　フットケア＋α 糖尿病ケア ４（２）2007

蘇生 新生児の蘇生　アメリカNRP2006ガイドラインの紹介 助産誌 61（２）2007

双極感情障害 双極性障害 こころの科学 131 2007

スポーツ外傷 成長期におけるスポーツ障害 小児科 47（13）2006

スポーツ障害 成長期におけるスポーツ障害 小児科 47（13）2006

ストーマ なぜなる？　どうする？　どう防ぐ？ 消外ナース 12（２）2007

ストーマの合併症・管理困難
膵偽嚢胞 仮性膵嚢胞の管理の進歩 胆と膵 27（12）2006

睡眠 眠りの科学　－動物モデルによる睡眠覚醒研究 医のあゆみ 220（４）2007

高齢者の睡眠と概日リズム 老年精医誌 17（12）2006

睡眠障害 日常臨床で押さえておきたい睡眠障害の知識 治療 89（臨増）2007

膵臓癌 肝・胆・膵がん　～最新の治療と看護①～ がん看護 12（１）2007

サベイランス、疫学と成果プログラム ここまでできる！　サーベイランスの効果 Infect Control 16（２）2007

Syndrome X, Metabolic メタボリックシンドローム　－どう診断し、どう対処するか－ 内科 99（１）2007

Ｔ 痰 喀痰学のup-to-date The lung 15（１）2007

胆道鴈 肝・胆・膵がん　～最新の治療と看護①～ がん看護 12（１）2007
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Ｔ＊TAR療法 頭頸部癌に対するTAR（TS-1, ビタミンA， 耳鼻・頭頸外科 79（１）2007

放射線併用）療法の位置づけ
帝王切開 帝王切開をめぐる諸問題 産と婦 74（２）2007

てんかん てんかん児の生活支援と看護 小児看護 30（２）2007

＊転倒 運動器不安定症と高齢者の転倒　－その概念と今後の展開 整・災外 50（１）2007

転倒・転落 運動器不安定症と高齢者の転倒　－その概念と今後の展開 整・災外 50（１）2007

統合失調症 新しい時代の統合失調症　－研究から治療へ－ 臨精医 36（１）2007

頭頸部癌 頭頸部癌に対するTAR（TS-1, ビタミンA， 耳鼻・頭頸外科 79（１）2007

放射線併用）療法の位置づけ
糖尿病 インクレチンと糖尿病 Bio Clin 21（14）2006

糖尿病　合併症予防をめざした実地診療 Med Pract 24（１）2007

糖尿病と高血圧　－最近の話題－ プラクティス 24（１）2007

透析 透析患者におけるInterventional radiology 臨透析 23（１）2007

Ｕ＊運動器不安定症 運動器不安定症と高齢者の転倒　－その概念と今後の展開 整・災外 50（１）2007

運動療法 高齢者の運動療法の効果と限界 理療ジャーナル 41（１）2007

うつ病 うつ病のすべて 医のあゆみ 219（13）2006

高齢者のうつと支援対策 月刊Gpnet 53（10）2006

見過ごさないで！　うつ症状と軽度認知機能障害 月刊ナーシング 27（２）2007

Ｙ 薬物アレルギー 薬疹・薬物障害 皮膚臨床 49（１）2007

薬物過敏症 薬疹・薬物障害 皮膚臨床 49（１）2007

薬物療法 こどもの発熱　－薬物療法とホームケア－ 薬局 58（１）2007

痛みに対する精神科薬物療法 臨精薬理 10（２）2007

薬疹 薬疹・薬物障害 皮膚臨床 49（１）2007

＊薬剤投与 プレホスピタルにおける薬剤投与　－これですべてがわかる！－ エマージェンシーケア 20（２）2007

予防接種 わが国の予防接種の現状と今後 日医師会誌 135（10）2007

腰痛 腰痛治療　－新たなアプローチ－ ペインクリニック 28（１）2007

生活と腰痛 作療ジャーナル 41（２）2007

Ｚ 造血器腫瘍 造血器腫瘍 日臨 増刊号　2007

発　　行　自治医科大学図書館

0329-0431 栃木県下野市薬師寺3311-160 1ダイヤルイン：0285(58)7059

印刷　㈱松井ピ・テ・オ・印刷

図書移動による臨時閉館について
図書移動作業のため、次のとおり臨時閉館いたします。

これに伴い、相互利用サービス業務も休止します。業務再開後の文献複写の取り寄せが遅れますので、ご承

知おきください。

閉館期間　　平成19年3月12日(月)～18日(日)…7日間
※　ただし、特に必要と認めた場合は、閉館中でも利用を許可します。

問合せ先　　内線：３６３７
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高　久　史　麿 

高　久　史　麿 

水　戸　美津子 

シグナル伝達病を知る 

治療薬マニュアル 

高齢者（看護観察のキーポイントシリーズ） 

メディカルドゥ 

医学書院 

中央法規出版 

QZ 50 

QV 748 

WY 150


